
焼却能力 ごみ焼却量

t/日 t ppm

１号炉 4,370.24 963 ～ 1,173 174 ～ 175 4～21

２号炉 5,509.73 989 ～ 1,133 173 ～ 175 1～19

600 １号炉 11,852.25 880 ～ 1,073 161 ～ 165 0～16

600 １号炉 12,514.72 953 ～ 1,147 154 ～ 156 0～3

１号炉

２号炉

３号炉 5,348.32 1,008 ～ 1,151 173 ～ 176 5～9

１号炉

２号炉 8,683.87 933 ～ 1,282 166 ～ 169 2～65

３号炉 8,572.88 984 ～ 1,302 165 ～ 169 0～75

１号炉 3,697.10 847 ～ 907 2～59

２号炉 4,896.13 862 ～ 929 169 ～ 170 1～46

200 １号炉 4,935.33 954 ～ 1,040 149 ～ 151 3～34

１号炉 7,791.21 918 ～ 1,073 159 ～ 164 0～34

２号炉 8,081.12 899 ～ 1,059 158 ～ 162 0～28

１号炉

２号炉 2,495.09 1,097 ～ 1,248 162 ～ 165 0～21

１号炉 3,638.31 882 ～ 995 1～10

２号炉 3,737.35 872 ～ 977 154 ～ 156 2～9

１号炉 3,124.26 895 ～ 986 174 ～ 175 2～5

２号炉 8,455.69 905 ～ 1,004 171 ～ 173 2～5

１号炉

２号炉 5,092.85 969 ～ 1,095 174 ～ 177 0～23

１号炉 6,427.83 911 ～ 1,102 158 ～ 163 1～20

２号炉 6,258.16 904 ～ 1,103 160 ～ 161 2～39

１号炉 8,279.32 791*② ～ 1,052 156 ～ 180 1～28

２号炉 6,524.83 828 ～ 1,045 164 ～ 180 2～49

１号炉 4,170.42 825 ～ 941 164 ～ 166 3～53

２号炉

３号炉 4,922.88 860 ～ 960 164 ～ 165 1～30

１号炉 5,569.30 881 ～ 997 154 ～ 171 0～14

２号炉 7,057.38 869 ～ 1,007 153 ～ 173 0～15

１号炉 7,624.15 889 ～ 988 155 ～ 167 0～14

２号炉 6,577.72 878 ～ 964 152 ～ 162 0～14

１号炉 4,436.78 911 ～ 1,021 154 ～ 174 2～15

２号炉 1,661.36 901 ～ 1,020 151 ～ 167 3～15

１号炉 7,197.62 853 ～ 1,020 154 ～ 179 0～125*①

２号炉 8,158.08 873 ～ 1,018 156 ～ 184 2～32

令和8年度　維持管理状況（8月1日～31日） ＜工場設置計器の測定結果＞
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千　歳

墨　田

新江東 1,800

延命化工事

171

定期点検補修

港 900

定期点検補修

豊　島 400

品　川 600
定期点検補修

渋　谷

中　央 600

板　橋 600
定期点検補修

多摩川 300
155

足　立 700

葛　飾 500

大
田

新 600

第一 600

目　黒 600

中防灰溶融施設は休止しています。

焼却炉停止中

練　馬 500

杉　並 600

光が丘 300



測定値が維持管理計画値を超過した理由（※）

＊①　目黒清掃工場　1号炉　令和8年8月16日（日） 8時

排ガス中の一酸化炭素濃度が一時間平均値で125ppmを記録した。

原因は、ごみの過剰供給による異常燃焼に伴い一時的に燃焼空気が不足したことによる。

直ちに燃焼用空気量の増加、給じん装置の速度調整を行い、正常な燃焼状態に回復した。

＊②　大田清掃工場（新工場）　1号炉　令和8年8月28日（金） 1時

燃焼室ガス温度が一時間平均値で791℃を記録した。

原因は、急激な燃焼悪化による。

直ちに助燃バーナを運転し、正常な燃焼状態に回復した。


